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1.はじめに 
近年インターネットへの接続環境の進歩によるユーザ

の増加に伴い，Web はその用途が拡大された．現在，人

と人との繋がりを促進し，知識共有や情報交換を行うた

めに，コミュニティの形成が可能な Web サイトであるソ

ーシャルネットワーキングサービス（以下 SNS）が急速

に発展している[1]-[3]．その中でユーザの相互リンクの

関係を「友人」関係とし，「友人の友人」といった繋が

りを通じて新しい人間関係を構築できることがメリット

のひとつとされている．また，位置情報を SNS と結びつ

けることでユーザへの高度な支援を実現できるようにな

った[4]．従来の研究では，「友人」ユーザとの協調作業

やコミュニケーション，地域情報の充実への活用が SNS

と位置情報を結びつけた主な利用方法である．しかし，

人間関係の拡張を目的としたものはない． 

本研究では人間関係の広がりを促進させる手段として

「友人の友人」関係に焦点を当てた．実世界の友人の友

人が新たな友人になる場合もあり，SNS での「友人の友

人」関係は友人になる可能性があると考え，人間関係の

促進に最適であると考えた．「友人の友人」関係にある

ユーザ間の実世界での距離を計測し，出会いのきっかけ

を提供するシステムを開発した．本システムでは，この

関係にあるユーザが近接すると相手ユーザがいることを

伝え，SNS に登録されている共通の友人や趣味を相互に

提示することで対面でのコミュニケーションをサポート

する． 

  

2.実世界の位置情報を用いた SNS ユーザの出会

い支援システム 

2.1 設計方針 
SNS と実世界位置情報の連動 

SNS の「友人の友人」との対面環境を実現させるため，

実世界の位置情報を用いて出会いを創造する必要がある．  

今回，SNS は日本最大規模の登録者数であるソーシャ

ルネットワーキングサイト mixi[6]を利用した．この中

にあるマイミクシィ機能は，他ユーザと相互リンクする

ことで，「友人」関係として表現されている．例えば，

ユーザに「友人」が平均 50 人いると仮定すると，「友人

の友人」は 2500 人となる．「友人の友人」が近い場所に

いることは，実世界での友人に発展し，人間関係の拡張

に寄与する可能性が高いと考えた． 

2.2 システム構成 

 図 1 にシステムの構成図を示す．モバイル機器から

mixi にログインし，mixi サーバから「友人の友人」関係 

 

 

 

 

 

にある登録者の ID，およびアカウント名を取得する． 

この時，その関係に自分や自分とマイミクシィ関係（直

接の「友人」関係）である友人のデータは取得しない．

後に GPS から送られてくる位置情報を，サーバを介して

他ユーザに送信する．送られてきた位置情報と自らの位

置情報を日本測地系に基づく平面直交座標に変換し，２

者間の距離を算出する． 

 開発したシステムの画面の一部を図 2 に示す．算出さ

れた距離によってユーザに「友人の友人」ユーザが近く

にいることを伝える（図２：①）．表示されたリストボ

ックス内のユーザを選択すると，そのユーザとの共通の

友人や共通の趣味を mixi サーバから取得，表示する（図

２：②，③）． 

 

 
図１：システム構成図 

 

 
図２：システム画面の一部 

 

3. 実験および評価 

3.1 実験方法 
 システムの利用実験を行った．今回の実験では，10 人

の被験者に操作方法を説明した後，2 人 1 組になっても

らい，一方のユーザがもう一方のユーザに近づいてもら

った．近接によるシステムの反応を得て，提示された情

報を元に実際に会話をしてもらった． 

①「友人の友人」近接提示ボックス

②共通の友人表示ボックス

③共通の趣味表示ボックス
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今回の実験の 2 人の関係は mixi において共通の友人を

持ち，マイミクシィ関係ではない．また，お互いの面識

があるかは問わなかった．この実験の目的は，現在の機

能の評価し，これから開発すべき機能や，会話に必要な

情報を抽出するためである．実験後 5 段階評価式アンケ

ートと記述式アンケートを実施した． 

3.2 実験結果 
実験中での問題として，相手の位置情報を得るために

GPS を用いたが，GPS の精度の問題，および無線通信の通

信状況の影響で，情報提供を行ったときの被験者間の距

離に大きく差が出た．  

実験後のアンケート結果を図 3 と表 1 に示す．共通の

友人がわかる機能の評価は高かった（図 3 質問１）．共

通の趣味がわかることの評価は低かった（図３質問３）．

これは提示された趣味に関しての範囲が広く，被験者か

らも「趣味を提示されてもその中で何が好きかわからな 

い」という意見があった．また共通の趣味がなかった被

験者もいた． 

 

 
図３：アンケート結果 

 

表 1：記述式アンケート結果 

感想 
・友達を増やしていくソフトウェアとしては面白い 

・共通の友人で自分の知らない意外なつながりが発見できる

・携帯電話などに導入すれば有用 

・相手のことを知っているのであれば，システムからの情報

は意味がない 

・複数人いると誰が誰かわからないのでは 
必要な機能 

・近接した「友人の友人」の位置を特定できる機能 

・相手に話しかけていいかわかる機能 

必要な情報 
・共通のコミュニティ 

・出身地の情報 

・プロフィール内の共通のキーワード 

・趣味の具体的な共通点 

・対話者の所属団体，職種 

4. 考察 

(1)共通の友人情報の有用性 

実験で共通の友人や趣味を提示した後の会話内容は，

共通の友人への内容が盛んであった．アンケートの評価

でも共通の友人がわかる機能への評価は高い．実験アン

ケート内の記述でも，「わかったほうが会話を始めやす

い」「初対面の相手でもつながりを感じられる」という

意見があった．これはお互いの友人がわかると，その人

について話すのが会話に入りやすいからだと考えられる．

「共通の友人」という情報はコミュニケーションのきっ

かけ作りに役立つ情報である可能性が高い． 

(2)必要とされる情報 

趣味に関しては，提示された共通の趣味では範囲が大

きいという意見が多かった．会話の内容としては趣味の

中でも具体的なものが必要であることがわかった．会話

を行うのに必要な情報として，SNS でのコミュニティ情

報の要望があった．現在，コミュニティに関しては，出

身地や職業，趣味の中でも限定された内容のコミュニテ

ィが多くある．よって共通のコミュニティ情報は相手と

の共通点を獲得し，コミュニケーションを行うのに有効

である可能性がある． 

(3)実世界と SNS の状況の差異 

今回の実験の感想に，「相手のことを知っているので

あれば，システムからの情報は意味がない」という意見

があった．これはユーザの実世界の状況が SNS に反映さ

れているとは限らないこともあるためと考えられる．  

 

5. おわりに 
実世界位置情報を用いた SNS ユーザの出会い支援シス

テムを開発した．今回の実験で「共通の友人」の情報は

コミュニケーションのきっかけになる可能性が高いこと

がわかった．また，コミュニケーションを円滑に行うた

めに，ユーザの所属しているコミュニティの情報を利用

することが効果的である可能性がある．さらに，GPS 情

報の取得できない室内では，接続が可能な無線 LAN での

位置の特定[6]や GPS 付き携帯電話への対応を行う予定で

ある． 
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質問1.共通の友人がわかる機能は，「友人の友人関係」にある人に出会うには有用で

あると感じた 
質問2.共通の友人が相手とどういう間柄であるか気になった 
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